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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
平成26年３月期
第２四半期
連結累計期間

平成27年３月期
第２四半期
連結累計期間

平成26年３月期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

営業収益 （百万円） 61,723 49,751 116,251

経常利益 （百万円） 28,917 22,850 52,801

四半期（当期）純利益 （百万円） 16,550 14,100 29,835

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 16,756 16,581 28,990

純資産額 （百万円） 194,331 212,184 202,018

総資産額 （百万円） 1,552,275 1,431,769 1,403,713

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 60.29 51.36 108.68

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.2 14.4 14.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 35,366 9,300 62,722

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 37,248 9,096 30,035

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △66,965 △17,422 △71,362

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 34,962 51,680 50,713

 

回次
平成26年３月期
第２四半期
連結会計期間

平成27年３月期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.46 25.61

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．平成25年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を行っております。そ

のため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を

算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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＜参考＞

資産及び負債には、証券取引等の安全性を確保するための諸制度に基づく清算預託金等（売買・取引証拠金、清算基金

及び決済促進担保金から構成されます。）、信認金、取引参加者保証金及び違約損失積立金が計上されております。その

うち清算預託金等については、多額かつ清算参加者のポジションや株価の変動などにより日々変動することから、当社グ

ループの資産及び負債の額は、清算預託金等の変動に大きな影響を受けることとなります。

経営指標値等のうち、これらの資産及び負債を控除した数値は、以下のとおりです。

回次
平成26年３月期
第２四半期
連結累計期間

平成27年３月期
第２四半期
連結累計期間

平成26年3月期

純資産額 （百万円） 166,383 184,236 174,070

総資産額 （百万円） 252,344 252,374 262,570

自己資本比率 （％） 63.7 70.7 64.1

（注）１．純資産額は、純資産から違約損失積立金を控除して算出した数値であります。

２．総資産額は、総資産から清算預託金等、信認金及び違約損失積立金（以下、「特定資産」という。）を控除し

て算出した数値であります。

３．自己資本比率は、純資産から違約損失積立金、また総資産から特定資産を控除して算出した数値であります。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更があった事項は、次のとおりです。

なお、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部　企業情報　第２　事業

の状況　４．事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。変更箇所以外の記載を一部省略し、変更後の内容を記

載しています。

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものです。

 

（5）決済履行確保の仕組みについて

（前略）

また、決済不履行発生時のCDS取引及び金利スワップ取引の清算に係る損失については、次に掲げる順序により、補

填を行います。

① 不履行清算参加者が預託している担保（当初証拠金
6
及びCDS清算基金又は金利スワップ清算基金

7
）による補填

② 株式会社日本証券クリアリング機構による補填（第一階層決済保証準備金）

③ 不履行清算参加者以外の清算参加者のCDS清算基金又は金利スワップ清算基金及び株式会社日本証券クリアリング機

構による補填（第二階層決済保証準備金）

④ 不履行清算参加者以外の清算参加者の特別清算料による補填

⑤ 破綻後における変動証拠金
8
等の累計が勝ち方の不履行清算参加者以外の清算参加者による補填

 

したがって、清算参加者のCDS取引又は金利スワップ取引に係る決済不履行により、株式会社日本証券クリアリング

機構に損失が生じた場合で、上記①までの対応によっても、同社の損失を補填しえないときには、CDS取引及び金利ス

ワップ取引それぞれの清算業務について、②については、株式会社日本証券クリアリング機構が第一階層決済保証準備

金として積み立てている金額（各20億円）を上限として補填することにより、③については、株式会社日本証券クリア

リング機構が第二階層決済保証準備金として積み立てている金額（CDS取引：10億円、金利スワップ取引：20億円）を

上限として補填することにより、当社グループに損失が生じる可能性があります。

 

さらに、決済不履行発生時の国債店頭取引の清算に係る損失については、次に掲げる順序により、補填を行います。

① 不履行清算参加者が預託している担保（当初証拠金及び国債店頭取引清算基金
7
）による補填

② 株式会社日本証券クリアリング機構による補填（第一階層決済保証準備金）

③ 不履行清算参加者以外の清算参加者の国債店頭取引清算基金及び株式会社日本証券クリアリング機構による補填（第

二階層決済保証準備金）

④ 不履行清算参加者以外の清算参加者の特別清算料による補填

⑤ 原取引按分清算参加者
9
の国債店頭取引清算基金及び株式会社日本証券クリアリング機構による補填（第二階層決済

保証準備金のうち③での未負担額）

⑥ 原取引按分清算参加者の特別清算料による補填

⑦ 破綻後における変動証拠金等の累計が勝ち方の不履行清算参加者以外の清算参加者による補填

 

したがって、清算参加者の国債店頭取引に係る決済不履行により、株式会社日本証券クリアリング機構に損失が生じ

た場合で、上記①までの対応によっても、同社の損失を補填しえないときには、②については、株式会社日本証券クリ

アリング機構が第一階層決済保証準備金として積み立てている17.5億円を上限として補填することにより、③及び⑤に

ついては、株式会社日本証券クリアリング機構が第二階層決済保証準備金として積み立てている17.5億円を上限として

補填することにより、当社グループに損失が生じる可能性があります。
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6　
当初証拠金：各清算参加者の株式会社日本証券クリアリング機構に対する債務の履行を確保するため、清算参加者

に預託を義務付けているもので、その所要額は、それぞれの取引について清算参加者が破綻した場合に、そのポジ

ション処理が完了するまでの間に価格（金利スワップ取引についてはイールド・カーブ）が変動することにより想

定される損失額に、一定のリスクをカバーする額を加算して計算されます。

7　
CDS清算基金・金利スワップ清算基金・国債店頭取引清算基金：各清算参加者の株式会社日本証券クリアリング機

構に対するCDS清算業務、金利スワップ取引清算業務又は国債店頭取引清算業務に係る債務（他の清算参加者の決済

不履行により株式会社日本証券クリアリング機構に生じた損失を補填するために負担する債務を含みます）に充て

る目的で預託を義務付けているものです。その所要額は、極端ではあるが現実に起こりうる市場環境下において複

数の清算参加者が決済不履行を起こした場合等に、当該不履行清算参加者が預託する証拠金等が不足することで発

生する損失をカバーするよう計算されます。

8　
変動証拠金：各清算参加者のポジションについて、日々の価格変動をカバーするために、前日からのポジションの

価値の変動分を、変動証拠金として現金により授受します。変動分が負となる清算参加者は株式会社日本証券クリ

アリング機構に支払い、正となる清算参加者は株式会社日本証券クリアリング機構から受け取ります。

9　
原取引按分清算参加者：信託口を有する清算参加者をいいます。
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２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（１）経営成績に関する説明
当社の当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）の連結業績は、前年同期よりも現物、デリ

バティブともに売買が減少したことなどから、営業収益は497億51百万円（前年同期比19.4％減）、営業費用は278億93百
万円（前年同期比16.8％減）、営業利益は218億58百万円（前年同期比22.5％減）となりました。
また、経常利益は228億50百万円（前年同期比21.0％減）、税金等調整前四半期純利益は228億97百万円（前年同期比

18.1％減）、税金等調整後の四半期純利益は141億円（前年同期比14.8％減）となりました。
 
＜参考＞
 前第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

  
前第２四半期
連結会計期間末

（平成25年９月30日）
 

当第２四半期
連結会計期間末

（平成26年９月30日）

ＴＯＰＩＸ
991.34ポイント

～1,276.03ポイント
1,194.10ポイント

1,132.76ポイント
～1,346.43ポイント

1,326.29ポイント

日経平均株価
12,003.43円

～15,627.26円
14,455.80円

13,910.16円
～16,374.14円

16,173.52円

時価総額(※)
350兆1,352億円

～449兆1,734億円
425兆6,493億円

410兆3,193億円
～489兆5,732億円

482兆2,941億円

※ 東証市場第一部、第二部及びマザーズに係る時価総額。
 
（営業収益の状況）

①取引参加料金
取引参加料金は、取引参加者の取引資格に応じた「基本料」、現物の売買代金及びデリバティブの取引高等に応じた

「取引料」、注文件数に応じた「アクセス料」、利用する売買システム施設の種類に応じた「売買システム施設利用料」
等から構成されます。

当第２四半期連結累計期間の取引参加料金は、現物、デリバティブともに売買が減少したことなどから、前年同期比
22.1％減の226億58百万円となりました。

 
・取引参加料金の内訳

  （単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

   増減（％）

取引参加料金 29,090 22,658 △22.1

 取引料 24,529 18,545 △24.4

  現物 17,213 13,620 △20.9

  デリバティブ 7,316 4,925 △32.7

  ＴＯＰＩＸ先物取引 1,042 808 △22.4

  日経平均株価先物取引（※） 2,543 1,823 △28.3

  日経平均株価指数オプション取引 2,751 1,410 △48.7

  長期国債先物取引 841 783 △6.9

  その他 137 99 △28.0

 基本料 637 535 △16.0

 アクセス料 2,616 2,292 △12.4

 売買システム施設利用料 1,248 1,252 0.3

 その他 57 32 △42.8

※　日経225ｍｉｎｉ先物取引を含めております。
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＜参考＞
・株券の売買代金及びデリバティブの取引高等（立会内外含む）

 １　日　平　均 期　間　合　計

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

   増減(％)   増減(％)

＜現物＞(※１)       
東証市場第一部
株券売買代金
（百万円）

2,839,443 2,060,281 △27.4 354,930,435 257,535,089 △27.4

東証市場第二部
株券売買代金
（百万円）

19,700 27,254 38.3 2,462,534 3,406,752 38.3

マザーズ株券
売買代金
（百万円）

103,987 138,350 33.0 12,998,339 17,293,749 33.0

ＪＡＳＤＡＱ
株券売買代金
（百万円）

123,528 102,253 △17.2 15,440,961 12,781,675 △17.2

ＥＴＦ・ＥＴＮ等
売買代金(※２)
（百万円）

102,832 97,805 △4.9 12,853,990 12,225,657 △4.9

ＲＥＩＴ等
売買代金(※３)
（百万円）

37,500 29,835 △20.4 4,687,527 3,729,386 △20.4

＜デリバティブ＞
(※１)

      

ＴＯＰＩＸ先物
取引高
（単位）

98,613 73,099 △25.9 12,326,577 9,137,317 △25.9

日経平均株価
先物取引高
（単位）

134,251 84,274 △37.2 16,781,434 10,534,243 △37.2

日経225ｍｉｎｉ
先物取引高
（単位）

1,049,818 633,375 △39.7 131,227,288 79,171,936 △39.7

日経平均株価指数
オプション取引
金額（百万円）

46,905 22,074 △52.9 5,863,072 2,759,206 △52.9

長期国債先物
取引高
（単位）

35,507 34,035 △4.1 4,438,386 4,254,422 △4.1

※１　市場統合前の売買代金等を含んでおります。
※２　カントリーファンド等を含んでおります。
※３　ベンチャーファンドを含んでおります。
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②上場関係収入

上場関係収入は、新規上場や上場会社の新株券発行の際に発行額に応じて受領する料金等から構成される「新規・追

加上場料」及び時価総額に応じて上場会社から受領する料金等から構成される「年間上場料」に区分されます。

当第２四半期連結累計期間の上場関係収入は、上場会社の時価総額が増加したことなどから、年間上場料が増加した

ため、前年同期比3.9％増の59億21百万円となりました。

 

・上場関係収入の内訳

   （単位：百万円）

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

  増減（％）

上場関係収入 5,697 5,921 3.9

 新規・追加上場料 2,308 2,257 △2.2

 年間上場料 3,388 3,664 8.1

 

＜参考＞

・上場会社数並びにＥＴＦ、ＥＴＮ及びＲＥＩＴの上場銘柄数

  （単位：社）

 新規上場会社数 上場会社数

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

前第２四半期
連結会計期間末

(平成25年９月30日)

当第２四半期
連結会計期間末

(平成26年９月30日)

   増減   増減

東証市場第一部
・第二部

8 7 △1
2,320 2,372 52

 テクニカル上場 2 2 0

マザーズ 10 15 5
185 194 9

 テクニカル上場 2 0 △2

ＪＡＳＤＡＱ 5 5 0
887 853 △34

 テクニカル上場 1 0 △1

合計 23 27 4
3,392 3,419 27

 テクニカル上場 5 2 △3

（注１） 新規上場会社数は、市場統合前の東証市場、大証市場間の経由上場を除いております。また、上場会社数は、
市場統合前の東証市場、大証市場間の重複上場を除いております。

（注２） 東証市場第一部・第二部の新規上場会社数及び上場会社数は、市場統合前の大証市場第一部・第二部の新規上
場会社数及び上場会社数をそれぞれ含んでおります。

（注３） テクニカル上場は、合併や株式移転等により設立された会社の新規上場となります。
  （単位：銘柄）

 新規上場銘柄数 上場銘柄数

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

前第２四半期
連結会計期間末

(平成25年９月30日)

当第２四半期
連結会計期間末

(平成26年９月30日)

   増減   増減

ＥＴＦ 8 3 △5 143 158 15

ＥＴＮ 5 0 △5 19 23 4

ＲＥＩＴ 2 2 0
41 46 5

 テクニカル上場 0 0 0

（注１） 市場統合前の大証市場の新規上場銘柄数及び上場銘柄数を含んでおります。

（注２） テクニカル上場は、合併や株式移転等により設立された銘柄の新規上場となります。
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・上場会社の資金調達額
  （単位：百万円）

 前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

   増減（％）

上場会社の資金調達額 1,490,461 1,536,947 3.1

（注） 東証市場における株主割当、公募（新規上場時の公募を含む。）、第三者割当、優先株式、転換社債型新株予約
権付社債及び新株予約権の権利行使による資金調達の合計金額（上場商品を除く。）。

 

③情報関係収入

情報関係収入は、情報ベンダー等への相場情報の提供に係る収入（相場情報料）を中心に、コーポレートアクション情

報をはじめとする各種情報の提供及び指数ビジネスに係る収入等から構成されます。

当第２四半期連結累計期間の情報関係収入は、前年同期比1.6％減の78億47百万円となりました。

 

④証券決済関係収入

証券決済関係収入は、株式会社日本証券クリアリング機構が行う金融商品債務引受業に関する清算手数料等から構成さ

れます。

当第２四半期連結累計期間の証券決済関係収入は、売買が減少したことなどから、前年同期比15.7％減の89億69百万円

となりました。

 

⑤その他の営業収益

その他の営業収益は、売買・相場報道等の各種システムと取引参加者・ユーザをつなぐネットワーク回線利用料、売買

執行の高速化等を目的として、システムセンター内に取引参加者が機器等を設置するコロケーションサービスに係る利用

料、国内外の市場とのコネクティビティを多様化し、また情報ベンダーなど取引参加者以外の市場関係者の方々も利用で

きるプロキシミティサービスに係る利用料並びに株式会社東証システムサービスが行うシステム開発・運用収入等から構

成されます。

当第２四半期連結累計期間のその他の営業収益は、前期に大型の開発案件に係るシステム開発・運用収入を計上してい

たことなどから当期は大幅に減少し、前年同期比47.7％減の43億54百万円となりました。

 

・その他の営業収益の内訳

  （単位：百万円）

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

  増減（％）

その他の営業収益 8,321 4,354 △47.7

 ネットワーク回線利用料 1,814 1,349 △25.6

 コロケーション・プロキシミティ利用料 1,226 1,400 14.2

 その他 5,279 1,604 △69.6

 

 

（営業費用の状況）

当第２四半期連結累計期間の人件費は、前年同期比0.7％増の74億8百万円となりました。

システム維持・運営費は、株券等の売買システムをはじめとした各種システムの維持及び管理運用に係る費用等から

構成されます。当第２四半期連結累計期間のシステム維持・運営費は、前期にデリバティブシステムを統合したことか

ら、前年同期比12.7％減の50億28百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間の減価償却費は、前期にデリバティブシステムの統合に伴う旧システムの加速償却費を計

上したことなどから当期は大幅に減少し、前年同期比18.3％減の55億35百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間のその他の営業費用は、前期に大型のシステム開発案件に伴う原価を計上していたことな

どから当期は大幅に減少し、前年同期比27.2％減の99億20百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

資産及び負債には、証券取引等の安全性を確保するための諸制度に基づく清算預託金等（売買・取引証拠金、清算基金

及び決済促進担保金から構成されます。）、信認金、取引参加者保証金及び違約損失積立金が計上されております。その

うち清算預託金等については、多額かつ清算参加者のポジションや株価の変動などにより日々変動することから、当社グ

ループの資産及び負債の額は、清算預託金等の変動に大きな影響を受けることとなります。

当第２四半期連結会計期間末の資産は、清算預託金等の預入れが増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ280

億56百万円増加し、1兆4,317億69百万円となりました。一方、清算預託金等、信認金及び違約損失積立金を控除した後の

資産は、税金の納付や借入金の返済を進めたことに伴う現預金の減少などから、前連結会計年度末に比べ101億96百万円

減少し、2,523億74百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、資産と同様に清算預託金等が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ

178億90百万円増加し、1兆2,195億85百万円となりました。また、清算預託金等、信認金及び取引参加者保証金を控除し

た後の負債は、税金の納付や借入金の返済を進めたことなどから、前連結会計年度末に比べ229億87百万円減少し、607億

28百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したことなどから、前連結会計

年度末に比べ101億65百万円増加し、2,121億84百万円となりました。また、違約損失積立金を控除した後の純資産は、

1,842億36百万円となりました。
 

＜参考＞

 総資産 純資産 自己資本比率

 

平成27年３月期第２四半期

平成26年３月期

百万円

1,431,769 (252,374)

1,403,713 (262,570)

百万円

212,184 (184,236)

202,018 (174,070)

％

14.4 (70.7)

14.0 (64.1)

（注）① 総資産の（ ）内は、総資産から清算預託金等、信認金及び違約損失積立金（以下、「特定資産」という。）

を控除して算出した数値であります。

② 純資産の（ ）内は、純資産から違約損失積立金を控除して算出した数値であります。

③ 自己資本比率の（ ）内は、総資産から特定資産、また純資産から違約損失積立金を控除して算出した数値で

あります。

 

 

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ9億67百万円増加し、516億80百万

円となりました。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益228億97百万円に、減価償却費58億9百万円及び法

人税等の支払額211億62百万円等を加減した結果、93億円の収入となりました。

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等に伴い、定期預金の払戻による収入が預入支出を180億円上

回ったことなどにより、90億96百万円の収入となりました。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出等により、174億22百万円の支出となりまし

た。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因

当第２四半期連結累計期間における我が国金融市場では、ＴＯＰＩＸは1,100ポイント台から1,300ポイント台、日経

平均株価は13,900円台から16,300円台で推移しました。

当社グループの収益のうち、過半を占める「取引参加料金」及び「証券決済関係収入」は有価証券やデリバティブ商

品の売買代金・取引高の水準に、「上場関係収入」は上場する企業の時価総額や資金調達額、新規上場会社数の水準など

にそれぞれ大きく依拠しております。

したがって、当社グループの収益は、有価証券やデリバティブ商品の流通市場並びに発行市場の動向、ひいては世界的

な金融市場の動向や国内外の経済情勢の影響を大きく受けることとなります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,090,000,000

計 1,090,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 274,534,550 274,534,550
東京証券取引所 市場

第一部
単元株式数 100株

計 274,534,550 274,534,550 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年７月１日

～平成26年９月30日
－ 274,534,550 － 11,500 － 3,000
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ＳＭＢＣフレンド証券株式会社 東京都中央区日本橋兜町７-12 7,557 2.75

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 7,302 2.66

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 5,783 2.11

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 4,771 1.74

ザ　チェース　マンハッタン　バン

ク　385036

（常任代理人　株式会社みずほ銀行

決済営業部）

360 N.CRESCENT DRIVE BEVERLY HILLS,

CA 90210 U.S.A.

（東京都中央区月島４丁目16-13）

4,769 1.74

サジヤツプ

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169

KINGDOM OF SAUDI ARABIA

（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

4,572 1.67

ザ　バンク　オブ　ニユ－ヨ－ク　

ノントリ－テイ－　ジヤスデツク　

アカウント

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

GLOBAL CUSTODY, 32ND FLOOR ONE

WALL STREET, NEW YORK NY 10286,

U.S.A.

（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

4,038 1.47

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,778 1.38

岡地証券株式会社 愛知県名古屋市中区栄３丁目７-26 3,545 1.29

立花証券株式会社
東京都中央区日本橋小網町７番２号

ぺんてるビル
3,445 1.26

計 － 49,564 18.05

(注) 次の法人より「大量保有報告書」等の提出があり、下記の報告義務発生日現在で当社株式を所有している旨の報

告を受けましたが、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数を確認できませんので、上記「大

株主」の状況には含めておりません。

なお、「大量保有報告書」等が複数回提出されている場合は、最新の報告書の概要を記載しており、保有株券等

の数及び株券等保有割合については、共同保有者に係る保有分として報告があった場合は、その株数及び保有割合

を含めて記載しております。

氏名又は名称 住所 提出日 報告義務発生日
保有株券等

の数（株）

株券等保有

割合（％）

ベイリー・ギフォー

ド・アンド・カンパ

ニー

カルトン・スクエア、

1グリーンサイド・ロ

ウ、エジンバラ EH1

3AN スコットランド

平成26年５月20日 平成26年５月15日 23,734,800 8.65

株式会社みずほ銀行
東京都千代田区大手町

一丁目5番5号
平成26年５月22日 平成26年５月15日 13,816,950 5.03
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    平成26年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 274,521,300 2,745,213 －

単元未満株式 普通株式 10,650 －
一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 274,534,550 － －

総株主の議決権 － 2,745,213 －

 

②【自己株式等】

    平成26年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社日本取引所グ

ループ

東京都中央区日

本橋兜町2番1号
2,600 － 2,600 0.00

計 － 2,600 － 2,600 0.00

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※３ 103,813 ※３ 86,780

営業未収入金 8,995 8,684

有価証券 802 1,371

仕掛品 61 157

売買・取引証拠金特定資産 ※３ 913,437 ※３ 925,121

清算基金特定資産 ※３ 188,734 ※３ 213,323

決済促進担保金特定資産 ※３ 10,500 ※３ 12,500

その他 4,898 7,937

貸倒引当金 △12 △11

流動資産合計 1,231,231 1,255,864

固定資産   

有形固定資産 7,066 8,817

無形固定資産   

のれん 63,932 62,210

その他 23,878 24,664

無形固定資産合計 87,810 86,875

投資その他の資産   

投資有価証券 37,344 40,431

退職給付に係る資産 2,914 3,917

信認金特定資産 ※３ 522 ※３ 501

違約損失積立金特定資産 ※３ 27,948 ※３ 27,948

その他 9,013 7,555

貸倒引当金 △138 △142

投資その他の資産合計 77,605 80,212

固定資産合計 172,482 175,905

資産合計 1,403,713 1,431,769
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

営業未払金 2,994 2,302

短期借入金 32,500 22,500

未払法人税等 17,600 7,232

賞与引当金 1,420 1,281

役員賞与引当金 366 15

預り売買・取引証拠金 ※３ 913,437 ※３ 925,121

預り清算基金 ※３ 188,734 ※３ 213,323

預り決済促進担保金 ※３ 10,500 ※３ 12,500

預り取引参加者保証金 ※３ 4,783 ※３ 7,409

その他 5,937 3,880

流動負債合計 1,178,274 1,195,566

固定負債   

長期借入金 10,000 10,000

退職給付に係る負債 7,465 6,850

預り信認金 ※３ 522 ※３ 501

その他 5,431 6,666

固定負債合計 23,420 24,018

負債合計 1,201,694 1,219,585

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,500 11,500

資本剰余金 59,726 59,726

利益剰余金 ※３ 117,264 ※３ 124,959

自己株式 △5 △5

株主資本合計 188,485 196,180

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,006 10,237

退職給付に係る調整累計額 △149 △75

その他の包括利益累計額合計 7,857 10,161

少数株主持分 5,675 5,842

純資産合計 202,018 212,184

負債純資産合計 1,403,713 1,431,769
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業収益   

取引参加料金 29,090 22,658

上場関係収入 5,697 5,921

情報関係収入 7,972 7,847

証券決済関係収入 10,642 8,969

その他 8,321 4,354

営業収益合計 61,723 49,751

営業費用   

人件費 ※ 7,354 ※ 7,408

システム維持・運営費 5,756 5,028

減価償却費 6,779 5,535

その他 13,629 9,920

営業費用合計 33,520 27,893

営業利益 28,202 21,858

営業外収益   

受取利息 183 57

受取配当金 234 177

持分法による投資利益 295 642

その他 70 158

営業外収益合計 784 1,034

営業外費用   

支払利息 57 23

その他 11 18

営業外費用合計 69 42

経常利益 28,917 22,850

特別利益   

投資有価証券売却益 － 46

特別利益合計 － 46

特別損失   

減損損失 956 －

特別損失合計 956 －

税金等調整前四半期純利益 27,960 22,897

法人税等 11,260 8,620

少数株主損益調整前四半期純利益 16,699 14,277

少数株主利益 149 177

四半期純利益 16,550 14,100
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 16,699 14,277

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 56 2,230

退職給付に係る調整額 － 73

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 56 2,304

四半期包括利益 16,756 16,581

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 16,607 16,404

少数株主に係る四半期包括利益 149 177
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 27,960 22,897

減価償却費 6,955 5,809

減損損失 956 －

のれん償却額 1,721 1,721

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 3

賞与引当金の増減額（△は減少） 61 △138

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △240 △350

退職給付引当金の増減額（△は減少） △106 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 132

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △187

受取利息及び受取配当金 △418 △234

支払利息 57 23

持分法による投資損益（△は益） △295 △642

投資有価証券売却損益（△は益） － △46

営業債権の増減額（△は増加） 868 311

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,317 △92

営業債務の増減額（△は減少） △373 △692

その他 2,951 1,582

小計 42,406 30,096

利息及び配当金の受取額 642 390

利息の支払額 △58 △23

法人税等の支払額 △7,623 △21,162

営業活動によるキャッシュ・フロー 35,366 9,300

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △22,700 △16,500

定期預金の払戻による収入 61,200 34,500

有形固定資産の取得による支出 △771 △2,656

無形固定資産の取得による支出 △3,755 △6,639

投資有価証券の取得による支出 △533 －

投資有価証券の売却による収入 100 140

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
3,592 －

その他 116 251

投資活動によるキャッシュ・フロー 37,248 9,096

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 32,500 －

短期借入金の返済による支出 △18,670 △10,000

長期借入れによる収入 10,000 －

長期借入金の返済による支出 △86,399 －

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △4,392 △7,412

少数株主への配当金の支払額 △2 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,965 △17,422

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,654 967

現金及び現金同等物の期首残高 29,308 50,713

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 34,962 ※ 51,680
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が815百万円増加、また退職給付に係る負債

が747百万円減少し、利益剰余金が1,006百万円増加しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（会計上の見積りの変更）

当社の連結子会社である株式会社東京証券取引所は、新システムの稼働を決定したことに伴い当初より利用期間

が短くなった固定資産について、第１四半期連結会計期間において耐用年数の見直しを行っております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ57百万円減少しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの）

該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１ 保証債務

 

 前連結会計年度

（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年９月30日）

従業員の金融機関からの住宅取得借入に

対する債務保証
2,528百万円 2,367百万円

 

２ 係争事件

平成17年12月８日に発生したみずほ証券株式会社によるジェイコム株式会社株式の誤発注事件に関して、みずほ証

券株式会社から提起されておりました、当社の連結子会社である株式会社東京証券取引所に対する41,578百万円の損

害賠償請求事件について、平成25年７月24日、東京高等裁判所より、同社に賠償金（10,712百万円及び遅延損害金）

の支払いを命ずる第一審判決の一部を変更するとともに、同判決に基づく強制執行を免れるために株式会社東京証券

取引所が支払った13,213百万円と本判決による認容額12,870百万円との差額342百万円を同社に返還することをみず

ほ証券株式会社に命ずる旨の控訴審判決が言い渡されました。

当判決を不服として、最高裁判所に対し、みずほ証券株式会社が上告の提起及び上告受理の申立てを、株式会社東

京証券取引所が附帯上告の提起及び附帯上告受理の申立てを行っており、現在係争中であります。

 

※３ 証券取引の安全性確保のための諸制度に基づく資産・負債

当社の連結子会社である株式会社東京証券取引所、株式会社大阪取引所及び株式会社日本証券クリアリング機構

（以下、「当取引所等」といいます。）は、市場における証券取引の安全性を確保するため、金融商品取引法及び当

取引所等の関連規則に基づき清算預託金等の諸制度を設けております。株式会社日本証券クリアリング機構は、金融

商品取引清算機関として、各清算参加者の有価証券の売買等により発生する債務の引受及び債権の取得等を行うこと

から、決済結了までにおける清算参加者の債務不履行により被るリスクを担保するため、金融商品取引法等に基づき

各清算参加者から清算預託金等の預託を受けております。また、株式会社東京証券取引所及び株式会社大阪取引所

は、取引参加者の債務不履行により有価証券売買等の委託者等が被るリスクを担保するため、金融商品取引法等に基

づき各取引参加者から信認金の預託を受けております。いずれも預託される資産は、金銭又は代用有価証券（当取引

所等の規則で認められたものに限る。）で、当取引所等の資産とは分別して管理を行っており、このうち金銭につい

ては、それぞれの預託目的を示した科目で資産及び負債に区分掲記しております。

なお、代用有価証券の時価は次のとおりであります。

 

 前連結会計年度

（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年９月30日）

①売買証拠金代用有価証券 －百万円 －百万円

②取引証拠金代用有価証券 2,159,311百万円 2,118,149百万円

③清算基金代用有価証券 580,169百万円 385,394百万円

④決済促進担保金代用有価証券 79,710百万円 70,812百万円

⑤信認金代用有価証券 1,435百万円 1,608百万円

 

また、株式会社東京証券取引所及び株式会社大阪取引所は取引参加者の債務不履行により両社が被るリスクを担保

するため、両社の関連規則に基づき各取引参加者から取引参加者保証金の預託を受けております。預託される資産

は、金銭又は代用有価証券（両社の規則で認められたものに限る。）で、このうち金銭については、資産について現

金及び預金勘定に、負債について預り取引参加者保証金勘定に計上しております。

なお、代用有価証券の時価は次のとおりであります。

 

 前連結会計年度

（平成26年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年９月30日）

取引参加者保証金代用有価証券 2,097百万円 2,646百万円

 

この他、当社グループは、清算業務に関して、株式会社日本証券クリアリング機構が被った損失を補填するための

積立金を有しており、資産勘定には、違約損失積立金特定資産として計上しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　営業費用のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給与 4,120百万円 4,126百万円

賞与引当金繰入額 1,215百万円 1,219百万円

役員賞与引当金繰入額 12百万円 15百万円

退職給付費用 519百万円 553百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 87,962百万円 86,780百万円

有価証券 202百万円 1,371百万円

３ヶ月超の定期預金 △53,000百万円 △35,100百万円

その他 △202百万円 △1,371百万円

現金及び現金同等物 34,962百万円 51,680百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．配当金支払額

決議
株式の

種類

配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月14日

取締役会
普通株式 4,392百万円 (注)80.00円

平成25年

３月31日

平成25年

５月29日
利益剰余金

 

２．基準日が第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議
株式の

種類

配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月23日

取締役会
普通株式 4,392百万円 (注)80.00円

平成25年

９月30日

平成25年

12月２日
利益剰余金

 

(注)平成25年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり配当額

については当該株式分割前の金額を記載しております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議
株式の

種類

配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 7,412百万円 27.00円

平成26年

３月31日

平成26年

５月28日
利益剰余金

 

２．基準日が第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議
株式の

種類

配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日

取締役会
普通株式 4,941百万円 18.00円

平成26年

９月30日

平成26年

12月１日
利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、金融商品取引所事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり四半期純利益金額

 前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 60円29銭 51円36銭

（注）１． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載し

ておりません。

２． 平成25年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため、前

連結会計年度の１株当たり四半期純利益金額は、期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定して

おります。

 

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日）

四半期純利益金額（百万円） 16,550 14,100

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 16,550 14,100

普通株式の期中平均株式数（千株） 274,534 274,531

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

平成26年10月31日開催の取締役会において、剰余金の配当につき次のとおり決議いたしました。

①中間配当金の総額 4,941百万円

②１株当たり中間配当金 18.00円

③効力発生日 平成26年12月1日

 

（訴訟）

平成17年12月８日に発生したみずほ証券株式会社によるジェイコム株式会社株式の誤発注事件に関して、みずほ証

券株式会社から提起されておりました、当社の連結子会社である株式会社東京証券取引所に対する41,578百万円の損

害賠償請求事件について、平成25年７月24日、東京高等裁判所より、同社に賠償金（10,712百万円及び遅延損害金）

の支払いを命ずる第一審判決の一部を変更するとともに、同判決に基づく強制執行を免れるために株式会社東京証券

取引所が支払った13,213百万円と本判決による認容額12,870百万円との差額342百万円を同社に返還することをみず

ほ証券株式会社に命ずる旨の控訴審判決が言い渡されました。

当判決を不服として、最高裁判所に対し、みずほ証券株式会社が上告の提起及び上告受理の申立てを、株式会社東

京証券取引所が附帯上告の提起及び附帯上告受理の申立てを行っており、現在係争中であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

株式会社日本取引所グループ

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮坂 泰行   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本 貴子   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石川 航史   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社日本取

引所グループの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１

日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日本取引所グループ及び連結子会社の平成26年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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